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丸山空大「二つの世界を行き来する」（山口裕之『映画を見る歴史の天使　あるいはベンヤミンのメディアと神学』）/
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MARUYAMA,Takao. "Walking between two worlds." 
（On YAMAGUCHI, Hiroyuki. The Angel of History Views Films, or Media and Theology in the Work of Walter Benjamin.）   
史哲学的論考までいたるところに現れるとされる。
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「prophane Erleuchtungは、「世俗的啓示」と訳されることもあるが、神の摂理が認識可能な徴
となって人間に与えられる「啓示（Offenbarung）」に対して、Erleuchtungはあくまでも人間の側
の認識の転換に関わる。宗教的なErleuchtungが神の助けによってもたらされることがあるとしても
（だからこそ「啓示」という訳語もErleuchtungに対してときとして用いられることになるのだが）、世俗
的な Erleuchtungには当然ながらそれはありえない。その意味で、「世俗的啓示」と訳すのは不
適切と思われる」（319ページ。179ページ末尾の引用ではこの語が「世俗的啓示」と訳されているが
これは誤植であると思われる）。
　通常、啓示 Offenbarungは、一神教、とりわけユダヤ教の文脈では、sich offenbaren、つま
り、神がみずからを人間や歴史的世界に対して現したり提示したりすることを意味する。そのため、
Erleuchtung（光に照らされて人間の側であらたな認識がひらけること。仏教における悟りにも、この訳語
があてられる）と区別することは重要である。著者はベンヤミンが世俗的 profanという形容詞をこ
の語につけていることを根拠に、この大衆の覚醒に関わる議論を宗教的、神学的連関の外に位
置づけているが、ここで認識を照らしている光が、本当に世界の内部から出ているのか、という
点については一度問われてもよいように思う。
　ここにあげた論点自体は的外れなものかもしれないが、いずれにせよアクチュアリティへの配慮
のために、ユダヤ教神秘主義の秘教的部分とマルクス主義の政治的部分への論究が控えめになっ
ているのだとすれば—評者にはそのようにもみえた—、すこし残念であるように思われた。と
はいえ、現代メディア論との接続など本書の主要な美点がこのようなアクチュアリティの追究から
生まれたのだとすれば、このような指摘はないものねだりといえるだろう。実際に、本書はベンヤ
ミン研究の領域をこえて、さまざまな分野の読者の興味を惹く内容となっている。本書から、さま
ざまな方向に新たな研究がひろがってゆくだろう。本書がその射程の広さにふさわしい広範な読
者をえて、真価を発揮してゆくことを願ってやまない。
（丸山空大）
